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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

当第３四半期（平成 27 年４月１日～平成 27 年 12 月 31 日）のわが国経済は、一部に弱さもみ

られるものの、雇用情勢が改善し、個人消費が底堅い動きとなるなど、景気は緩やかな回復基調

が続きました。 

こうした経済情勢にあって、当社グループを取り巻く事業環境は、倉庫及び港湾運送等物流業

界においては、輸出入貨物の減少や競争の激化等により、また不動産業界においては、賃貸オフ

ィスビルの需給改善の兆しがあるものの本格的な賃料水準の回復には至らず、引き続き厳しい状

況のうちに推移しました。 

このような状況の下、当社グループは、積極的な営業活動を推進し、物流事業では、医薬品等

の配送センター業務の拡大、海外拠点の拡充等に努め、不動産事業では、テナントの確保及び賃

料水準の維持・向上、前上半期末に稼働した日本橋ダイヤビルの円滑な運営に努めました。他方、

コスト管理の徹底と業務の効率化を一層推し進め、業績の確保に努めました。 

この結果、営業収益は、物流事業で、港湾運送事業において貨物取扱量が減少したものの、倉

庫、陸上運送事業において貨物取扱量が増加したほか、国際運送取扱事業において為替円安の影

響もあり収入が増加し、不動産事業で、前上半期末に稼働した日本橋ダイヤビルの寄与やマンシ

ョン販売物件の増加等により収入が増加したため、全体として前年同期比 54 億 5 千万円（3.6％）

増の 1,569 億 9 千 9 百万円となりました。また営業原価は、物流事業で、貨物取扱量の増加に伴

い作業運送委託費等が増加したほか、倉庫・港湾施設の借受や運送車両増強等に伴い施設賃借費

及び減価償却費等が増加し、また不動産事業で、日本橋ダイヤビルの稼働に伴い減価償却費が増

加したほか、マンション販売物件の増加に伴い不動産販売原価等が増加したため、全体として前

年同期比 52 億 6 千 7 百万円（3.9％）増の 1,409 億 7 千 1 百万円となり、販売費及び一般管理費

は、連結子会社における人件費等の増加により、同 9 千 7 百万円（1.4％）増の 72 億 6 千 6 百万

円となりました。 

このため、営業利益は、物流事業で減益、不動産事業で増益となり、全体として前年同期比 8

千 5 百万円（1.0％）増の 87 億 6 千 1 百万円となりましたが、経常利益は、受取配当金の減少等

により同 4 億 6 千 8 百万円（4.2％）減の 107 億 8 千 6 百万円となりました。また親会社株主に帰

属する四半期純利益は、特別利益で保有資産の有効活用による投資有価証券売却益の増加等によ

り、前年同期比 1 億 5 百万円（1.4％）増の 79 億 1 千 8 百万円となりました。 
 

（セグメント別の概況） 

① 倉庫・港湾運送等の物流事業 

倉庫・陸上運送の両事業は、医薬品、飲料等の取扱が堅調に推移したため、営業収益は倉庫事

業で前年同期比 3.7％増の 300 億 7 千 3 百万円、陸上運送事業で同 0.3％増の 330 億 6 百万円と

なりました。他方港湾運送事業は、コンテナ貨物等の取扱が減少したため、営業収益は前年同期

比 4.6％減の 126 億 9 百万円となりましたが、国際運送取扱事業は、為替円安の影響等により、

営業収益は同 1.7％増の 376 億 7 千万円となりました。 

この結果、物流事業全体の営業収益は、前年同期比 10 億 3 千 1 百万円（0.8％）増の 1,277

億 5 千 1 百万円となりました。また営業費用は、貨物取扱量の増加に伴い作業運送委託費等が増

加したほか、倉庫・港湾施設の借受や運送車両増強等に伴う施設賃借費及び減価償却費の増加も

あり、前年同期比 23 億 9 千 6 百万円（2.0％）増の 1,237 億 2 千 5 百万円となりました。このた

めセグメント利益（営業利益）は、前年同期比 13 億 6 千 5 百万円（25.3％）減の 40 億 2 千 6

百万円となりました。 
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② 不動産事業 

主力の不動産賃貸事業は、前上半期末に稼働した日本橋ダイヤビルが寄与したため、営業収益

は前年同期比 2.5％増の 232 億 3 千 4 百万円となりました。その他の営業収益は、マンション販

売事業における販売物件の増加等により、前年同期比 108.2％増の 75 億 3 千 9 百万円となりま

した。 

この結果、不動産事業全体の営業収益は、前年同期比 44 億 9 千 1 百万円（17.1％）増の 307

億 7 千 3 百万円となりました。また営業費用は、日本橋ダイヤビルの稼働に伴い減価償却費が増

加したほか、マンション販売物件の増加に伴い不動産販売原価等が増加したこともあり、前年同

期比 31 億 3 百万円（16.1％）増の 224 億 3 百万円となりました。このためセグメント利益（営

業利益）は、前年同期比 13 億 8 千 8 百万円（19.9％）増の 83 億 6 千 9 百万円となりました。 
 

セグメント別営業収益 
 

 前第 3 四半期
連結累計期間

当第 3 四半期 
連結累計期間 

前年同期比増減（△印減） 
金 額 率 

 

物 流 事 業 

（倉 庫 事 業） 

（陸 上 運 送 事 業） 

（港 湾 運 送 事 業） 

（国際運送取扱事業） 

（そ の 他） 

百万円

    126,720 

 (   28,995 )

 (   32,922 )

 (   13,211 )

 (   37,038 )

 (   14,552 )

百万円

    127,751 

 (   30,073 ) 

 (   33,006 ) 

 (   12,609 ) 

 (   37,670 ) 

 (   14,392 ) 

百万円 

     1,031 

 (   1,077 ) 

 (      84 ) 

 ( △  602 ) 

 (     632 ) 

 ( △  160 ) 

％

      0.8 

(     3.7 )

(     0.3 )

( △  4.6 )

(     1.7 )

( △  1.1 )

不 動 産 事 業 

（不動産賃貸事業） 

（そ の 他） 

     26,281 

 (   22,661 )

 (    3,620 )

     30,773 

 (   23,234 ) 

 (    7,539 ) 

     4,491 

 (     573 ) 

 (   3,918 ) 

     17.1 

(     2.5 )

(   108.2 )

セグメント間取引消去   △  1,453   △  1,525    △   72         - 

合       計     151,548     156,999      5,450       3.6 

(注)セグメント間取引消去は、物流事業と不動産事業の営業収益に含まれるセグメント間取引分の消去である。 

 

（2）財政状態に関する説明 

① 資産・負債・純資産の状況 

当第３四半期末の総資産は、主として株式相場の低下に伴い「投資有価証券」が減少したため、

前期末比 75 億 1 千 6 百万円減の 4,255 億 2 千 4 百万円となりました。 

他方当第３四半期末の負債合計は、第 10 回無担保社債償還に伴い「１年内償還予定の社債」

が減少したほか、株式相場の低下に伴い「繰延税金負債」が減少したため、前期末比 90 億 7 千

9 百万円減の 1,608 億 7 千 2 百万円となりました。 

また当第３四半期末の純資産は、株式相場の低下に伴い「その他有価証券評価差額金」が減少

したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により「利益剰余金」が増加したため、

前期末比 15 億 6 千 2 百万円増の 2,646 億 5 千 1 百万円となりました。 

この結果、当第３四半期末の自己資本比率は、前期末を 1.4 ポイント上回る 61.6％となりま

した。 
 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却

による資金留保等により、115 億 7 千 3 百万円の増加となりました。 

当第３四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出等により、

52 億 2 百万円の減少となりました。 

当第３四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金が増加したものの、社債の償還

による支出や配当金の支払等により、69 億 6 千 5 百万円の減少となりました。 
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この結果、当第３四半期の連結キャッシュ・フローは、これらに現金及び現金同等物に係る換

算差額（1 億 9 千 7 百万円の減少）及び連結の範囲の変更に伴う増加額（3 億 6 千万円）を加え

た全体で 4 億 3 千 1 百万円の減少となり、現金及び現金同等物の四半期末残高は 428 億 4 千 5

百万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期の業績は概ね中間時予想（平成 27 年 10 月 30 日発表の予想数値）に沿って進

捗しているため、中間時予想を据え置いております。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結

合会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成

25 年９月 13 日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１

四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動に

よる差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施され

る企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合

日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加

えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行

っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準

第 44－５項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありませ

ん。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 
（セグメント情報） 

 

報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 26 年４月１日 至 平成 26 年 12 月 31 日） 
 報告セグメント

 
合  計 

 

 
 
調 整 額 
(注 1) 

四半期連結
損益計算書
計 上 額

(注 2) 

倉庫・港湾
運 送 等 の
物 流 事 業

不動産事業
 

 

営 業 収 益 

外部顧客に対する営業収益 

セグメント間の内部営業収益又は振替高 

百万円

 

  126,327 

      392 

百万円

 
   25,221 

    1,060 

百万円 

 

  151,548 

    1,453 

百万円

 

         - 

  △ 1,453 

百万円

 

  151,548 

        - 

計   126,720    26,281   153,002   △ 1,453   151,548 

セグメント利益     5,391     6,981    12,373   △ 3,697     8,675 

 (注)１．セグメント利益の調整額△3,697 百万円には、セグメント間取引消去 13 百万円、各報告セグメントに配分していな

い全社費用△3,711 百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

 
 
当第３四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

 報告セグメント
 
合  計 

 

 
 
調 整 額 
(注 1) 

四半期連結
損益計算書
計 上 額

(注 2) 

倉庫・港湾
運 送 等 の
物 流 事 業

不動産事業
 

 

営 業 収 益 

外部顧客に対する営業収益 

セグメント間の内部営業収益又は振替高 

百万円

 

  127,306 

      445 

百万円

 
   29,693 

    1,080 

百万円 

 

  156,999 

    1,525 

百万円

 

         - 

  △ 1,525 

百万円

 

  156,999 

        - 

計   127,751    30,773   158,525   △ 1,525   156,999 

セグメント利益     4,026     8,369    12,395   △ 3,634     8,761 

 (注)１．セグメント利益の調整額△3,634 百万円には、セグメント間取引消去 12 百万円、各報告セグメントに配分していな

い全社費用△3,647 百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
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